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①研究課題名 腎移植後患者における低酸素誘導因子ｰプロリン水酸化酵素阻害薬

（HIF-PH 阻害薬）の効果及び移植腎機能に対する影響に関する研究 

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

1990 年 1 月～2025 年 6 月の間に新潟大学医歯学総合病院で腎移植を行った患者、および他院

で腎移植を行い新潟大学医歯学総合病院泌尿器科に定期通院中の 18 歳以上の患者のうち、腎移植

後に貧血のある患者。 

研究責任者：新潟大学医歯学総合病院泌尿器科 石川晶子 

③概要 

腎移植後の患者は貧血になることが多く、従来はエリスロポエチン製剤の注射や鉄剤の内服治療を

行ってきました。近年、HIF-PH 阻害薬と呼ばれる新しい内服治療薬（一般名：ロキサデュスタッ

ト、ダプロデュスタットなど）が使用可能となり、有用性が報告されています。 

しかし、HIF-PH 阻害薬が移植腎機能に与える影響についてはまだよくわかっていません。また、

移植後 1 年以内に使用した場合と、それ以降に使用した場合とで貧血に対する効果の違いについ

てもよくわかっていません。 

そこで、HIF-PH 阻害薬の貧血に対する効果および移植腎機能に与える影響について調べるため、

本研究を計画しました。 

この研究の対象者は、貧血に対して HIF-PH 阻害薬を使用した患者さん及び、その他の治療薬（エ

リスロポエチン製剤、鉄剤など）を使用した患者さん、無治療で経過観察した患者さんが含まれま

す。 

この研究は、電子カルテ内の診療情報や、過去の検査結果などの情報を収集して行う研究です。患

者さんに新たな検査や治療をお願いするものではありません。ご自身の診療情報や検査結果をこの

研究に用いてほしくないとお考えの患者さんは、研究への参加を拒否する権利があります。また、

研究への参加を拒否された場合も、当院での診療において不利益を生じることはありません。 

なお、本研究は企業資金を受けていません。 

④申請番号      2025-0194 

⑤研究の目的・意義 ①移植後貧血に対して HIF-PH 阻害薬を使用した場合の移植腎機能への

影響を明らかにすること。 

②HIF-PH 阻害薬を開始した時期による、貧血改善効果の違いを明らか

にすること。 

⑥研究期間 倫理審査委員会承認日から 2027 年 3 月 31 日まで 

⑦情報の利用目的及び

利用方法（他の機関へ

提供される場合はその

方法を含む。） 

電子カルテに保存されている病歴、血液・尿検査結果、腎生検結果を利

用します。使用するデータは個人が特定される情報を消去して、研究に

使用します。研究の成果は、学会や専門誌などの発表に使用される場合

がありますが、名前など個人が特定できるような情報が公表されること



はありません。 

また、本研究とは別に、今後移植後貧血に関する新たな研究を行うこと

を検討しています。その際、本研究で得られたデータを利用する可能性

があります。 

⑧利用または提供する

情報の項目 

病歴（性別、年齢、身長、体重、使用薬剤）、血液・尿検査結果、腎生

検結果 

⑨利用する者の範囲 新潟大学で本研究責任者及び分担者が利用いたします。 

○10 試料・情報の管理に

ついて責任を有する者 

新潟大学 泌尿器科 石川  晶子  

○11 お問い合わせ先 本研究に対する同意の拒否や研究に関するご質問等ございましたら下記

にご連絡をお願いします。 

所属：泌尿器科  

氏名：石川 晶子 

Tel：025-227-2289 

E-mail：shokoishikawa0129@gmail.com 

 


